
 
 

２０２０年第５回教育委員会定例会日程 
 

日 時 2020年 5月 26日（火）午後１時 00分 

場 所 北栄町役場 第 1委員会室 

１ 開 会 

 

2 会議録署名委員の指名 

 

3 行政報告 

   教育長、教育総務課長、生涯学習課長、図書館長、中央公民館長 

 

4 議 案 

議案第 54号 北栄町附属機関条例の一部を改正する条例の議会提案に係る 

意見を求めることについて 

 

5 協議事項 

  ・令和元年度教育行政評価の教育委員会評価と評価報告書について・・・・資料１ 

  ・北栄町環境審議会委員の推薦について・・・・・・・・・・・・・・・・資料２ 

 

6 報 告 

・区域外就学の認定について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料３ 

・北栄町議会 6月定例会の日程について 

 6/16～30 6/17総務教育委員会、22、23一般質問、25質疑 

        

7 その他 

  ・次回教育委員会 第 6回定例会 6月  日（  ）  時  分から 

    

8 閉 会



 
 

５月行政報告 

＝教育長＝ 
◎業務内容 

４月２４日 学校司書採用面接 

４月２７日 コミュニティ・スクール校長研修 

４月２８日 倉吉東、倉吉西、鳥取中央育英高校竹歳敏夫奨学育英会事業説明 

４月３０日 倉吉北高校竹歳敏夫奨学育英会事業説明 

５月 １日 中体連中部会長面談 

５月 ８日 北栄町議会臨時会 

大谷、由良、大誠、北条子ども園園長人事評価面談 

５月１１日 北栄教育連絡会 

５月１３日 北条小、大栄小、北条中、大栄中校長期首面談 

５月１４日 第１回中部地区教科書採択協議会 

５月１５日 第１回北栄町社会教育委員会、公民館運営審議会 

５月１９日 特色ある学校づくり事業プレゼン 

北栄町人権教育・啓発推進協議会総会 

５月２０日 特色ある学校づくり事業プレゼン 

人事評価聞き取り 

第１回北栄町隣保館運営審議会・児童館運営委員会 

５月２１日 人事評価聞き取り 

 

 

第２回 教育連絡会 

２０２０年５月１１日 

 

★私たちの中心にある一番の目的は 

「子どもたちのために」 

このことを忘れることなく、初心に返って 

 

★いじめ問題について 

いじめの認知は、１学期が多いので、子ども達の様子をしっかりと観察して、兆候を見逃

すことなく適切な対応をお願いします。 

児童生徒や保護者からいじめの相談やアンケートへの書き込み等があったら担任が抱え

込むことなく、チーム学校できちっと対応してください。 

 

★報連相＋確認 

報 良い結果も悪い結果も事実をありのまま伝える。 

連 すばやく正確に伝える。組織で情報を共有する。 

相 独断で判断せず、早めに上司に相談。相談する際は、問題点を整理して自分で代案を

考えておく。 



 
 

確認 結果の確認をしてください。 

★登下校時の安全確保 

保護者、地域、学校での通学路の点検、新入学児童・生徒への注意喚起を行ってください。 

自転車運転ルールの徹底（ヘルメット着用、併走禁止）を図ってください。 

通学路見守りボランティア、こどもかけこみ１１０番への協力依頼をしてください。 

自転車損害賠償保険などへの加入促進を図ってください。 

 

 

○新型コロナウイルス感染症について 

標記の件について急遽の要請に丁寧に対応いただきありがとうございます。現在の児童生

徒の様子と３月と４月の臨時休業での授業の遅れの状況と今後どのように対応を考えてお

られるかお聞かせください。 

各種の行事や大会が中止や延期になっています。子供のストレス解消になるようなイベン

トを３密に配慮して計画してください。 

 

〇評価育成面談の実施について 

５月１２日以降で面談を行います。その際、経営方針、今年度の努力点、各種テスト（全

国学力学習状況調査、ＮＲＴ、ＣＲＴ）の分析、対応、教職員の勤務状況、勤務動向記録表

などについて説明をお願いします。 

 

○計画訪問について 

今年度前期の計画訪問は行いませんが、例年の計画訪問で提出していただいている指導案

以外の書類の提出をお願いします。 

 

〇管理職候補の育成について 

２０２０年度末に小学校長２名、教頭２名、中学校長３名、２０２１年度末に小学校長６

名、教頭２名、中学校長４名、教頭１名、２０２２年度末に小学校長８名、教頭３名、中学

校長２名、教頭１名と３年間で２５名の校長と９名の教頭が代わります。 

教頭先生は校長試験を、中堅教員は教頭試験を受験するよう働きかけてください。 

 

○ストレスチェックについて 

教職員の「心の健康」を守るために年１回以上ストレスチャックをしてください。 

下記のホームページにアクセスして無料の診断受けられます。おかしいなと感じたら医師の

カウンセリングを受けさせてください。 

公立学校共済組合 https://kokoronokenkou.jp/ 

鳥取県市町村職員共済組合 http://kokoro.mhlw.go.jp/tool/worker/ 

 

〇臨時休業による学習への影響、休業中 

〇１３都道府県への旅行者の有無 

〇学校再開後の学校施設の解放について 

〇学校施設の点検のお願い 

http://kokoro.mhlw.go.jp/tool/worker/


 
 

＝教育総務課＝ 
１ 新型コロナウイルス対策にかかる学校・こども園等の状況について 

小中学校休業及びこども園登園自粛の期間中の状況は次のとおりです。 

○学校関係 

・休業期間： 4/27～5/1、4日間。 

・家庭学習： プリント配布、ドリル・ワーク。CATV 授業番組（中部版スクラム教育、

小 5算数・中 2数学、視聴率 37.5％）。 

・健康状況等確認： マチコミメール機能による報告受け（北条小）、家庭訪問（大栄小、

大栄中）、電話連絡確認（北条中）。 

・放課後児童クラブ出席者数： 北条（登録 133人）：利用者 35～54人（26～40％）、大

栄（登録 107人）：利用者 15～24人（14～22％）。 

○こども園 

・登園自粛期間： 4/20～5/16、20日間 

・登園者数（人） 

 登録者数 日別登園者数（土曜日除く） 登園者率 

最多 最少 平均 平均 

北条 175 154 73  119 68％ 

大誠 114 114 53 82 71％ 

由良 95 69 25 47 49％ 

大谷 21 17 8 13 61％ 

 

２ 不登校、問題行動等の状況 

区分 
不登校（30日以上） ４月の問題行動 

（関係者数） 

４月のいじめ 

認知件数 3 月末 4 月増 計 

北条小 3 人  人 0 人  ６件（冷やかし、軽くぶつかる） 

大栄小 2 人  人 0 人 １人（生徒間暴力） ２件（冷やかし、ひどくぶつかる） 

北条中 5 人  人 0 人 １人（生徒間暴力） ４件（冷やかし） 

大栄中 6 人  人 0 人 
２人（対教師暴力、授業

エスケープ） 
 

 

３ 学校教職員の超過勤務状況について 

各小中学校教職員の 4月分超過勤務の状況については、別紙のとおりです。 

 

４ 工事の発注状況 

入札日 工事名等 内 容 
指 名 

業者数 

（上段）入札回数 

（下段）落札業者 

(上段)予定価格 

(下段)契約金額 
期間等 

4/20 
小中学校用プロ
ジェクター等購
入業務 

学校用のプロジェク
ター、大型テレビ等
の機器の購入 

3 社 
1回 

スイコー㈱ 
2,292,543 
2,178,000 

4/21 
～ 
6/1 

4/20 
小中学校用テー
ブル等購入業務 

学校用のテーブル、
椅子の購入 

5 社 
1回 

㈱衣笠商会 
1,986,600 
1,870,000 

4/21 
～ 
6/1 

4/20 
小中学校用楽器
一括購入業務 

学校用の楽器、音楽
用機器の購入 

2 社 
1回 

㈲はとや楽器 
2,284,150 
2,134,275 

4/21 
～ 
6/1 



 
 

4/28 
大栄小学校校長
室他エアコン取
替工事 

校長室、職員室等の
天吊型エアコンの取
替 

5 社 
1回 

㈱エナテクス 
7,403,000 
7,040,000 

4/30 
～ 
6/30 

4/28 
北条中学校大規
模改造事業設計
委託業務 

学校建物の損耗等に
対する大規模改造工
事の設計業務 

8 社 
1回 

㈲アーク設計工
房 

7,491,000 
7,315,000 

4/30 
～ 

11/20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

＝生涯学習課＝ 
１ 2020 郷土の作家たち 前田明範遺作展トークイベント「在りし日の前田明範氏を語る」のＴ

ＣＣ放映について 

  日 時 5月 21日 １８：００～ 30分おき 

  概 要・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止したトークイベントをＴＣＣの番組（ダイ

ジェスト版）として収録し放映 

      ・全編を 6月中、ＴＣＣ ＰＬＵＳで繰り返し放送予定 

      ・出演は倉吉博物館長 根鈴輝雄さん、夫人の前田通代さん 

 

２ 東伯郡同和対策協議会理事会について 

  日 時 4月 27日 10：3０～  

  場 所 鳥取県中部総合事務所 

  概 要・令和元年度事業実績報告･収支決算、令和 2年度事業計画･収支予算について協議 

      ・総会を書面表決、研修会の中止を決定 

      ・新型コロナウイルス感染症に関する人権侵害の多発を受けて、協議会として緊急メッセ

ージを発信することを確認 

 

３ 第 1回北栄町社会教育委員会兼北栄町中央公民館運営審議会ついて 

  日 時 5月 15日 9：3０～  

  場 所 大栄農村環境改善センター 

  概 要・役員改選  委員長 三村章雄さん  副委員長 玉木純一さん 

      ・委員の役割、年間スケジュール、事業計画、北栄町文化財保存活用地域計画の策定に

ついて報告、意見交換 

      ・今年度の社会教育事業（通学合宿、家庭教育 12か条他）への関わりについて協議 

 

４ 国史跡 鳥取藩台場跡由良台場跡地植生調査について 

  日 時 5月 18日～ 

  場 所 鳥取藩台場跡由良台場跡 

  概 要・株式会社チュウブと官民連携で実施 

      ・チュウブグリーン研究所 山田所長を中心に調査・分析 

      ・築造当時の芝が今も残っているか、現在の芝を含めた植生状況を把握 

      ・厳しい環境下で当時のままの姿を約 160 年間守ってきた築造技術を構造面から検証

するとともに今後の保存・管理の参考にする。 

 

５ 第 1回北栄町北栄町隣保館運営審議会・児童館運営委員会ついて 

  日 時 5月 20日 19：0０～  

  場 所 ほくほくプラザ 

  概 要・副会長が中江孝頼さんに交代 

・2019年度事業実施状況について報告 

・2020年度事業計画について協議 

 

６ 新型コロナ感染症対応について 



 
 

  ・5月 15日開催の町対策本部会議による施設・事業に係る方針（別紙） 

  ・北栄町人権教育・啓発推進協議会総会、青少年育成北栄町民会議総会は書面表決で実施 

  ・ＴＣＣ、町ＦＢを活用し、啓発（ほくほくプラザ）、イベント（みらい伝承館）を実施 

  ・町告知放送内「朝の元気配達便」で、自宅での生活における心身の健康維持のため、生徒、

別本教育長、北栄スポーツクラブ林理事長が呼びかけを行う。 

 

７ 今後の予定 

（１）北栄町の歴史≪町内で発掘された出土遺物≫～北条地区の発掘調査を振り返る～ につい

て 

  期 間 5月 30日（土）～7月 25日（日） 

  場 所 北栄みらい伝承館 

  概 要・北条地区の過去の発掘調査を振り返る。 

      ・北条地区の原始古代の特色を紹介 

      ・展示解説（町職員） 5月 30日（土）午後 1時 30分～  

      ・ワークショップ 7月 23日（木）午後 1時 30分～ 定員 30名 

       貫頭衣を着て勾玉を作り、身に着けて写真撮影 

 

８ ほくほくプラザについて 

①絵本の読み聞かせ会 

日 時 5月 10日（日） 午前 10時～11時 

概 要・人形劇「こいのぼりぐんぐんこどもの日！」 

    ・絵本「おかあさんがいちばん」 

参加者 26名（幼 14小 2大 10） 

②音読教室とおしゃべりサロン 

日 時 5月 15日（金）午前 9時～11時 

概 要・みんなで音読をしたあと軽食を囲んで会話を楽しむ。 

参加費 100円（軽食材料費） 

参加者 3名 

③体験教室「ふんでのばしてうどんをつくろう！」 

日 時 5月 9日（土）午後 1時 30分～午後 4時 30分 

対 象 誰でも参加可（幼児保護者同伴要）    

概 要・ふんでのばしてうどんをつくる。 

参加費 100円 

参加者 10名（幼 1小 8大 1） 

体験教室「「田植え＆どろんこ遊び」 

日 時 5月 23日（土）午後 1時 30分～午後 4時 30分 

対 象 誰でも参加可（幼児保護者同伴要）    

概 要・田んぼに入り田植えをした後どろんこ遊びを楽しむ。 

参加費 100円 

参加者  名 

今後の予定 

①分かりやすいじんけんの話 



 
 

第 1回「身近なユニバーサルデザインを学ぶ」 

日 時 6月 20日（土）  午後 1時 30分～2時 45分 

概 要 ユニバーサルデザイン推進についての講演会 

講 師 鳥取大学大学院 持続性社会創生科学研究科 准教授 浅井秀子さん 

第 2回「人生は前向きに！」 

    ～みんなでなくそう 差別といじめ～ 

日 時 7月 12日（日）  午後 1時 30分～3時 15分 

概 要 同和問題についての講演会 

講 師 オフィス星野トーオン高知校 代表 夫婦漫才コンビ 

       中山まさともさん・つかささん 

 会 場 大栄農村環境改善センター  

②絵本の読み聞かせ会 

日 時 6月 14日（日） 午前 10時～11時 

概 要・人形劇「ろくべえ まってろよ」 

     ・絵本「えいっ」 

③夏花の寄せ植えとおしゃべりサロン 

日 時 6月 19日（金）午前 9時～11時 

概 要・夏花の寄せ植えをしたあと軽食を囲んで会話を楽しむ。 

参加費 100円（軽食材料費）300円（花苗代） 

④職場体験教室「阪本りんご園でふくろかけけ体験をしよう！」 

日 時 6月 6日（土）午後 1時 30分～午後 4時 00分 

対 象 誰でも参加可（幼児保護者同伴要）    

概 要・ふくろかけ作業の体験とりんごの生育過程のお話を聞く。 

参加費 100円 

体験教室「ちまきをつくろう！」 

日 時 6月 13日（土）午後 1時 30分～午後 3時 

対 象 誰でも参加可（幼児保護者同伴要）    

概 要 粉を捏ねて団子をつくり笹で巻く。 

参加費 100円 

              

             

 

 
 







 
 

＝図書館＝ 
１ 新型コロナウイルス感染拡大防止のための利用制限について 

期 間 ４月１８日（土）～５月６日（水） 

 場 所 図書館及び北条分室  

  概 要 対面する業務を制限するため臨時休館とし、予約貸出や電話等による資料相談

などに限定した。 

      ５月７日（木）以降は開館しているが、館内の音読教室と読み聞かせの中止、

CD・DVD視聴の中止、インターネット端末 PCの利用時間制限などを実施。 

 

２ 「本の特集コーナー」について 

  期 間 ５月７日（木）～５月３１日（日） 

（１）図書館１階フロア 

    感染症＆免疫力強化、新型コロナウイルス関連、子ども読書週間など 

（２）北条分室 

子ども読書週間「本と図書館と いつもいっしょ」、家庭教育１２か条（５月）「朝

起きたら元気にあいさつ」など 

 

３ 今後の予定について 

（１）土曜講座「源氏物語」を読むについて 

５月２３日（土）開講予定を６月に再延期する。受講者を２班に分け、月２回の講座

は各一班ずつを対象として実施する。 

 

【特徴的な事項】 

１ 図書館の貸出状況等について 

  ２０２０年４月分の貸出等実績 

    来館者数（人） 貸出冊数（冊） 

４月の貸出実績 

（前年同月分） 

図書館 １，８７４ 

（３，２１１） 

２，９１３ 

（４，６５２） 

北条分室 ６５３ 

（９６３） 

１，４９７ 

（１，７６４） 

 

 

＝中央公民館＝ 
４月１８日（土）～５月６日（木）休館 

 

１ 中央公民館ロビー展について 

（１）期 間 ５月１日（金）～５月３１日（日） 

概 要 北栄写真愛好会作品展 

   

 



 
 

（2）期 間 ５月１日（金）～５月１５日（金）  

概 要 愛草会作品展 →春の部は中止して、秋の部（１０月後半）のみ実施   

    

２ シニアクラブについて 

  「コース別学習」 

期 日 ５月２５日（月）午後２時～４時   

   場 所 中央公民館、北条農村環境改善センター 

   参加者     名 

   概 要 パソコン、絵手紙、ニュースポーツ、フラダンス、習字、絵画、食を考える 

       ※合唱コースは当面の間休止  

  

3 今後の予定について  

・ロビー展について 

（１）期 間 ６月１日（月）～６月１５日（月） 

概 要 ちぎり絵教室・陶芸教室作品展  

 

(2)期 間 ６月１６日（火）～６月３０日（火） 

概 要 北栄川柳教室・陶芸教室作品展 

 

・シニアクラブについて 

 「総合学習」  

 日 時６月１１日（月）午後１時３０分～２時３０分  

 場 所 中央公民館 大研修室 

 概 要 人権学習講座「幸せにつながる社会をめざして」 

 講 師 町人権教育推進員 堀江 純子さん 

 

「コース別学習」  

 日 時 ６月 29（月）午後１時３０分～４時 

 場 所 中央公民館 、北条農村環境改善センター  

 概 要 パソコン、絵手紙、ニュースポーツ、フラダンス、習字、絵画、食を考える 

・おもしろまなびタイムについて 

 日 時 ６月１０日（水）午後４時～５時 

 場 所 中央公民館 講堂 

 講 師 信方 恭子 さん  

 概 要 パタパタカード作り。（しかけのあるカードを作る） 

・第１６回北栄町美術展第１回実行委員会 

 日 時 ６月１日（月）午前１０時～１１時３０分 

 場 所 中央公民館 会議室 

 概 要 委員長、副委員長の選出、開催要項等の協議  

 

 

 



 
 

＝中央公民館大栄分館＝ 

１ ロビー展について 

（１）期 間 ５月 1日（金） ～１５日（金） 

概 要 町民ミュージカル写真展   

（２）期 間 5月 16日（土）～ 31日（日）  

    概 要 美術協会展  

 

２ 子どもほくえい塾について 

  「ハーバリウムボールペンづくり」 

  日 時 ５月９日（土） 午前１０時～１１時３０分 午後１時３０分～３時３０分  

  場 所 中央公民館大栄分館 講堂  

  参加者 ３８人（午前２０名、午後１８人） 

  概 要 ドライフラワーを専用オイルに浸してボールペンを作った。 

 

3今後の予定について 

 ・ロビー展示 

(1)期 間 ６月１日（月）～１５日（月） 

  概 要 北栄ふれあい芸能発表会写真展  

（2）期 間 ６月１６日（火）～６月３０日（火） 

   概 要 書道愛好会作品展  

 ・小筆教室 

  日 時 6月２日（火）、１６日（火） 午前 9時 30分～11時 30分 

  概 要 毛筆で小さい字を書く 

  講 師 道祖尾良子 さん 

・パソコンカフェ 

  日 時 ６月 8日（月）、22日（月） 午後 1時 30分～3時 30分 

  概 要 初歩のパソコン・スマホ操作 

 ・子どもほくえい塾について  

  「ほたる観察会」 

  日 時 ６月６日（土） 午後７時３０分～９時  

  集 合 中央公民館大栄分館  

  概 要 ほたるの観察をする 

 「どら焼きを作ろう」 

  日 時 ６月１３日（土） 午後１時３０分～３時３０分 

  場 所 中央公民館大栄分館 

  概 要 カスタードとあんこのどら焼きを作る 



 
 

議案第 54号 

 

 

   北栄町附属機関条例の一部を改正する条例の議会提案に係る意見を求めることに

ついて 

 

 

北栄町附属機関条例の一部を改正する条例を議会提案したいので、北栄町教育長に対する

事務委任規則第２条の規定により委員会の意見を求める。 

 

 

  2020年5月26日提出 

 

 

              北栄町教育委員会教育長  別 本 勝 美 

 

 

記 

 

別紙のとおり 



 
 

 

議案第  号 

 

 

   北栄町附属機関条例の一部を改正する条例の制定について 

 

 

北栄町附属機関条例の一部を改正する条例の制定について、地方自治法（昭和22年法律第

67号）第96条第１項第１号の規定により、議会の議決を求める。 

 

 

  令和２年６月１６日提出 

 

 

                    北栄町長 松本 昭夫 

 



 
 

北栄町条例第 号 

 

   北栄町附属機関条例の一部を改正する条例 

 

 北栄町附属機関条例(平成27年北栄町条例第１号)の一部を次のように改正する。 

改正後 改正前 

  

別表第２(第２条関係) 別表第２(第２条関係) 

略 略 

北栄町学校

運営協議会 

地方教育行政の組織及

び運営に関する法律第

47条の５第１項に規定

する事項 
 

略 略 

 

 

 

 

 

 

  

   附 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 

 



Ｒ
１
教
育
行
政
評
価

 
教
育
委
員
評
価
と
コ
メ
ン
ト

 
 

 
 

基
本

施
策
番

号
 

教
育
委
員
 

評
価
 

コ
メ

ン
ト
 

最
終
評
価
 

す
こ
や
か
な
発
育
支
援
 

00
1
～

00
6 

別
本
 

Ｂ
 

ほ
ぼ

目
標
ど

お
り
達

成
し
て
い

る
。
 

 

光
村
 

Ｂ
 

支
援

の
必
要

な
人
や

保
護
者
に

対
し

て
目

標
ど
お

り
の
支
援

が
さ
れ
て
い
る
。
 

徳
岡
 

Ｂ
 

希
望

す
る
支

援
者
に

適
切
に
対

応
さ

れ
て

い
る
。
 

竹
信
 

Ｂ
 

乳
幼

児
か
ら

き
め
細

か
く
様
々

な
支

援
が

な
さ
れ

、
保

護
者

へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
が
充
実
し
て
き
て
い
る
。
一
方
で
、

わ
ず

か
で
あ

る
が
パ

パ
マ
マ
教

室
へ

の
参

加
、
早
期

か
ら
の

支
援
計
画
作
成
な
ど
、
き
ち
ん
と
進
め
て
い
た
だ
き

た
い

。
 

吉
田
 

Ｂ
 

傾
向

と
し
て

要
支
援

者
の
把
握

で
き

、
見
合

っ
た
支

援
が
で

き
て
い
る
よ
う
だ
。
発
達
障
害
へ
の
偏
見
を
な
く
す

第
一

歩
と
な

っ
て
い

る
。
一
人

で
の

子
育

て
に
な

ら
な
い
よ

う
ペ
ア
ト
レ
で
男
性
の
育
児
参
加
を

!!
 

未
就
園
乳
幼
児
へ
の
支

援
 

00
7
～

00
8 

別
本
 

Ｂ
 

フ
ェ

イ
ス
ブ

ッ
ク
等

で
の
紹
介

や
十

分
な

広
報
が

行
わ
れ
た

か
が
不
明
。
 

 

光
村
 

Ａ
 

利
用

者
の
ニ

ー
ズ
に

対
応
で
き

て
お

り
、

満
足
度

も
高
い
。

 

徳
岡
 

Ａ
 

利
用

者
の
満

足
度
は

高
い
。
 

竹
信
 

Ａ
 

事
業

が
充
実

し
、
利

用
者
の
満

足
度

も
高

い
。
一

時
預
か
り

事
業
に
お
い
て
、
利
用
ニ
ー
ズ
が
未
定
で
は
あ
る
も

の
の

、
職
員

の
複
数

配
置
が
必

要
で

は
な

い
か
。
 

吉
田
 

Ａ
 

事
業

の
目
標

に
対
し

、
実
態
が

十
分

達
成

さ
れ
て

い
る
。
 

幼
児
教
育
・
保
育
の
充

実
 

00
9
～

01
1 

別
本
 

Ｂ
 

私
立

園
へ
の

指
導
が

で
き
て
い

な
い

。
研

究
を
求

む
。
 

 

光
村
 

Ｂ
 

研
修

会
は
計

画
ど
お

り
さ
ん
か

さ
れ

て
い

る
。
研
究

の
ま
と

め
発
行
が
計
画
以
上
に
発
行
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体

的
に

ど
の
よ

う
に
研

究
の
成
果

が
表

れ
て

い
る
か

示
し
て
ほ

し
い
。
 

徳
岡
 

Ｂ
 

研
修

会
数
が

増
加
傾

向
に
あ
る

が
、

研
修

と
実
践

の
適
切
な

バ
ラ
ン
ス
を
検
討
し
て
み
て
は
ど
う
か
。
 

竹
信
 

Ｂ
 

教
育

・
保
育

課
程
に

関
す
る
研

修
が

多
く

も
た
れ

、
職
員
の

指
導
力
向
上
に
つ
な
が
り
、
充
実
し
て
き
て
い
る
。

研
修

回
数
が

国
よ
り

大
き
く
異

な
る

の
が

気
に
な

る
。
保
育

士
と

し
て
の
資
質
向
上
を
経
験
年
数
に
応
じ
て
研
修

内
容

を
作
っ

て
い
く

必
要
が
あ

る
の

で
は

な
い
か

。
 

吉
田
 

Ｂ
 

各
園

で
要
望

が
異
な

る
の
に
対

し
、
努

力
さ

れ
て
い

る
。
保

育
士

の
不
足
対
策
と
し
て
、
正
職
員
化
を
望
む
。
子

ど
も

は
減
る

が
個
々

の
ニ
ー
ズ

は
高

く
な

る
の
に

対
応
で
き

る
か
。
保
育
士
の
熱
意
に
頼
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
。
 資
料
１

 



基
本

施
策
番

号
 

教
育
委
員
 

評
価
 

コ
メ

ン
ト
 

最
終
評
価
 

子
育
て
家
庭
の
支
援
 

01
2～

01
3 

別
本
 

Ｂ
 

ほ
ぼ

目
標
ど

お
り
達

成
し
て
い

る
。
 

 

光
村
 

Ｂ
 

目
標

ど
お
り

実
施
さ

れ
て
い
る

。
 

徳
岡
 

Ｂ
 

保
護

者
に
と

っ
て
は

な
く
て
は

な
ら

な
い

制
度
。

し
か
し
、

子
ど
も
目
線
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
 

竹
信
 

Ｂ
 

長
期

休
業
中

な
ど
に

お
い
て
工

夫
さ

れ
た

プ
ロ
グ

ラ
ム
を
提

供
し
て
充
実
し
て
き
つ
つ
あ
る
。
北
条
・
大
栄
の
定

員
に

支
援
員

の
数
が

北
条
地
区

で
は

少
な

く
は
な

い
だ
ろ
う

か
。
 

吉
田
 

Ｂ
 

01
3
の

事
業

は
必

要
か
疑

問
。

女
性

の
就

業
率
が

県
内
で
も

高
い

我
が
町
に
お
い
て
は
、
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る

政
策

の
方
が

ニ
ー
ズ

は
あ
る
と

思
う

。
 

地
域
社
会
で
関
わ
る
子

育
て
支
援
 

01
4～

01
5 

別
本
 

Ｂ
 

参
加

者
が
減

っ
て
い

る
。
過
去

の
課

題
や

解
決
に

向
け
た
取

組
を
望
む
。
 

 

光
村
 

Ｂ
 

保
護

者
以
外

の
参
加

者
数
が
不

明
。

地
域

の
方
に

来
て
い
た

だ
く
方
策
を
検
討
。
 

徳
岡
 

Ｂ
 

地
域

の
参
加

者
増
を

図
る
の
で

あ
れ

ば
、

参
加
し

や
す
い
土

・
日
曜
日
に
実
施
し
て
み
て
は
ど
う
か
。
 

竹
信
 

Ｂ
 

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
ス
ク

ー
ル
が
発

足
し

た
こ

と
で
、
地
域

の
教

育
力

を
活
用
し
て
子
ど
も
達
の
教
育
を
よ
り
一
層
高

め
て

い
た
だ

き
た
い

。
 

吉
田
 

Ｂ
 

小
学

校
期
に

お
け
る

親
育
て
の

大
事

な
機

会
と
し

て
機
能
し

て
い
る
。
困
り
ご
と
の
あ
る
保
護
者
は
多
い
。
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の

発
達
障

害
サ
ポ

ー
ト
企
画

な
ど

も
利

用
し
て

は
ど
う
か

。
保
護
者
自
ら
成
長
し
、
子
ど
も
達
の
よ
り
良
い
育

成
に

つ
な
が

る
こ
と

を
期
待
。

 

確
か
な
学
力
を
育
む
教

育
の
推
進
 

01
6
～

02
2 

別
本
 

Ｂ
 

基
礎

・
基
本

の
定
着

に
つ
な
が

っ
た

か
、

授
業
改

善
に
な
っ

た
か
不
明
。
 

 

光
村
 

Ｂ
 

事
業

は
計
画

ど
お
り

実
施
さ
れ

て
い

る
。
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教

育
に
お

い
て
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
授
業
数
が
増
加

し
て

い
る
が

、
学
校

間
の
格
差

が
見

ら
れ

る
。
Ｉ

Ｃ
Ｔ
支
援

補
佐
員
の
活
用
の
充
実
を
図
る
。
 

徳
岡
 

Ｂ
 

学
力

向
上
は

家
庭
の

協
力
が
不

可
欠

。
保

護
者
の

意
識
改
革

が
必
要
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
の
研
修
が
急
務
。
 

竹
信
 

Ｂ
 

学
校

で
は
授

業
改
善

を
行
い
、
児

童
生
徒

の
教
育

力
向
上
に

努
め

て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
。
一
方
、
全
国
学
力
検

査
で

思
う
よ

う
な
成

果
が
挙
げ

ら
れ

て
い

な
い
の

は
気
に
な

る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
利
用
は
年
々
増
加
し
て
い
る
も
の

の
、

学
校
、

教
師
に

よ
り
利
用

時
間

の
程

度
が
異

な
る
の
で

、
よ
り
一
層
活
用
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
 

吉
田
 

Ｂ
 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
に
力

を
入
れ

る
の
か
、
子

ど
も

達
を

地
域
に

帰
す
の

か
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
た
い
の
は
分
か
る
が
、
ア
レ
も

コ
レ

も
は
難

し
い
。

方
針
を
決

め
、

方
向

性
を
共

有
し
た
方

が
分
か
り
や
す
い
。
 



基
本

施
策
番

号
 

教
育
委
員
 

評
価
 

コ
メ

ン
ト
 

最
終
評
価
 

豊
か
な
心
と
社
会
性
を

育
む
教
育
の
推
進
 

02
3
～

02
9 

別
本
 

Ｂ
 

児
童

・
生
徒

の
心
に

寄
り
添
っ

た
取

組
が

で
き
て

い
る
。
 

 

光
村
 

Ｂ
 

計
画

ど
お
り

実
施
さ

れ
て
い
る

。
職

場
体

験
学
習

は
、
大
栄

中
、
北
条
中
と
も
全
員
参
加
で
き
た
こ
と
は
大
変
良

か
っ

た
。
 

徳
岡
 

Ｂ
 

事
業

は
目
標

ど
お
り

実
施
さ
れ

て
い

る
が

、
そ

の
効
果

は
継

続
し
て
い
る
か
。
ケ
ー
タ
イ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
、

親
子

で
学
習

で
き
る

機
会
を
設

け
て

は
ど

う
か
。
 

竹
信
 

Ｂ
 

ど
の

事
業
と

も
し
っ

か
り
取
り

組
ま

れ
、
充

実
が

図
ら
れ
て

い
る

。
最
近
、
コ
ロ
ナ
感
染
者
へ
の
い
じ
め
の
よ
う

な
投

稿
が
相

次
ぎ
、
心

の
奥
底
の

も
の
が

出
て
い

て
、
学
校

教
育
で
学
ん
で
き
た
こ
と
が
社
会
に
出
て
、
う
ま
く

つ
な

が
っ
て

い
な
い

の
か
再
考

す
る

必
要

性
を
感

じ
る
。
 

吉
田
 

Ｂ
 

メ
デ

ィ
ア
教

育
と
人

権
教
育
を

一
体

感
を

持
た
せ

な
い
と
せ

っ
か
く
の
機
会
が
も
っ
た
い
な
い
。
今
年
度
の
よ
う

な
人

権
推
進

課
と
の

共
同
企
画

は
お

互
い

に
と
っ

て
良
い
。

委
員
会
で
横
の
連
携
を
。
 

健
や
か
な
体
を
育
て
る

教
育
の
充
実
 

03
0
～

03
3 

別
本
 

Ｂ
 

ほ
ぼ

目
標
ど

お
り
だ

が
、
部
活

動
指

導
員

の
単
独

指
導
時
間

の
割
合
が
少
な
く
、
教
員
の
働
き
方
改
革
と
な
っ
て

い
な

い
。
 

 

光
村
 

Ｂ
 

部
活

指
導
員

配
置
に

よ
り
、
教

員
の

負
担

軽
減
が

図
ら
れ
て

い
る
。
 

徳
岡
 

Ｂ
 

今
後

も
少
子

化
は
進

む
。
部
活

動
の

あ
り

方
に
つ

い
て
、
根

本
的
に
検
討
す
べ
き
。
 

竹
信
 

Ｂ
 

部
活

動
指
導

員
の
配

置
が
行
わ

れ
て

い
る

に
も
関

わ
ら
ず
、

教
職
員
の
負
担
軽
減
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。

職
員

の
意

識
を

よ
り

変
化

し
て

い
た

だ
く

必
要

が
あ

る
。

ジ
ュ

ニ
ア

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
の

推
進

は
大

切
で

あ
る

が
、
全

体
的

に
会
員

数
の
減
少

や
文

化
面
（

書
道
・
ピ

ア
ノ
・
ダ

ン
ス
･
･
･）

に
関
わ
る
子
ど
も
達
も
多
い
の
で
、

こ
の

事
業
は

継
続
す

る
必
要
が

あ
る

で
し

ょ
う
か

。
 

吉
田
 

概
ね

Ｂ
、

Ｃ
も

あ
り
 

地
産

地
消
の

取
組
は

良
い
。
農

業
の

町
を

Ｐ
Ｒ
し

、
将
来
の

北
栄
町
を
希
望
あ
る
も
の
に
し
た
い
。
そ
の
た
め
に

も
、
部

活
の
充

実
は
か

か
せ
な

い
!!
 
充

実
し
た

中
学
生
活

の
た

め
に
、
そ
う
し
た
ら
地
域
に
も
帰
っ
て
く
れ
る
。

魅
力

あ
る
地

域
や
大

人
と
関
わ

る
機

会
に

部
活
動

が
な
れ
る

よ
う
変
革
を

!
! 

   

 
 

 

 



基
本

施
策
番

号
 

教
育
委
員
 

評
価
 

コ
メ

ン
ト
 

最
終
評
価
 

保
・
こ
・
小
・
中
高
連

携
の
充
実
 

03
4～

03
5 

別
本
 

Ｂ
 

活
動

は
で
き

て
い
る

が
、
め
ざ

す
子

ど
も

像
を
意

識
し
た
意

識
し
た
連
携
が
で
き
て
い
る
か
疑
問
。
 

 

光
村
 

Ｂ
 

目
標

ど
お
り

実
施
さ

れ
て
い
る

。
小

中
連
携

に
よ
り

、
め
ざ

す
子

ど
も
像
を
意
識
し
て
ど
ん
な
活
動
が
で
き
た
の

か
不

明
確
。
 

徳
岡
 

Ｂ
 

交
流

は
定
着

し
て
き

た
。
今
後

は
、

内
容

の
濃
い

連
携
と
な

る
よ
う
に
工
夫
し
て
く
だ
さ
い
。
 

竹
信
 

Ｂ
 

授
業

公
開

、
研

究
会
は

必
要
な

こ
と

で
あ

る
し

、
き

ち
ん
と

目
的
を
意
識
し
た
取
組
を
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は

良
い

。
し
か

し
、
高

校
ま

で
連

携
を

し
な

く
て
は

･･
･と

い
う

こ
と
か
ら
、
プ
ー
ル
開
き
に
高
校
生
を
招
い
た
り
、

夏
休

み
の
学

力
ア
ッ

プ
に
高
校

教
員

を
活

用
す
る

こ
と
ま
で

必
要
だ
ろ
う
か
。
 

吉
田
 

Ｂ
 

こ
の

連
携
は

北
栄
町

だ
か
ら
こ

そ
で

き
る

事
業
で

、
と
て
も

有
意

義
で
あ
る
。
子
ど
も
へ
の
影
響
力
も
あ
り
、
進

路
決

定
に
も

関
わ
っ

て
い
る
。

ノ
ー

メ
デ

ィ
ア
デ

ー
は
再
考

の
余
地
あ
り
。
 

特
別
支
援
教
育
の
充
実
 

03
6
～

03
9 

別
本
 

Ｂ
 

ほ
ぼ

目
標
ど

お
り
だ

が
、
通
級

指
導

教
室

で
多
く

の
児
童
が

通
級
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
 

 

光
村
 

Ｂ
 

一
人

ひ
と
り

の
子
ど

も
達
の
発

達
の

た
め

に
、
し
っ

か
り
と

し
た

取
組
が
さ
れ
て
い
る
。
退
級
し
た
児
童
も
多
く
、

成
果

が
見
ら

れ
る
。
 

徳
岡
 

Ｂ
 

研
修

を
継
続

す
る
こ

と
が
知
識

の
向

上
に

つ
な
が

る
の
で
、

続
け
て
く
だ
さ
い
。
 

 

竹
信
 

Ｂ
 

特
別

支
援
教

育
に
力

を
入
れ
て

、
支

援
補
佐

員
の
研

修
も
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
が
、
研
修
内
容
の

充
実

を
図
っ

て
い
く

こ
と
が
望

ま
れ

る
。
支

援
学
級

担
任
は

、
き

ち
ん
と
資
格
（
特
別
支
援
教
育
）
を
所
有
す
る

者
を

充
て
る

必
要
が

あ
る
。
 

吉
田
 

Ｂ
 

確
実

に
教
員

、
児
童

達
へ
の
支

援
が

さ
れ

て
い
る

よ
う
に
思

う
。
個
々
の
性
質
が
違
う
の
で
、
で
き
る
だ
け
保
護

者
も

関
わ
ら

せ
て
い

く
こ
と
が

大
事

。
Ｐ

Ｔ
Ａ
の

力
を
活
用

で
き
れ
ば
い
い
の
だ
が
･･
･
。

 

       

 
 

 

 



基
本

施
策
番

号
 

教
育
委
員
 

評
価
 

コ
メ

ン
ト
 

最
終
評
価
 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応

で
き
る
教
育
の
推
進
 

04
0
～

04
3 

別
本
 

Ｂ
 

ほ
ぼ

目
標
ど

お
り
だ

が
、
英
検

の
助

成
目

標
の
達

成
を
望
む

。
英
語
の
読
み
聞
か
せ
で
、
興
味
を
持
て
た
か
不
明
。 

 

光
村
 

Ｂ
 

Ａ
Ｌ

Ｔ
を
効

果
的
に

活
用
し
、

子
ど

も
達

の
英
語

、
外
国
に

対
す
る
興
味
を
促
し
て
ほ
し
い
。
 

徳
岡
 

Ｂ
 

Ａ
Ｌ

Ｔ
の
最

大
活
用

を
検
討
す

べ
き

。
授

業
以
外

の
日
常
生

活
で
関
わ
る
工
夫
は
で
き
な
い
か
。
 

竹
信
 

Ｂ
 

イ
ン

グ
リ
ッ

シ
ュ
ス

ク
ー
ル
へ

の
参

加
者

は
少
な

く
、
本
町

独
自

で
な
く
て
も
県
等
の
実
施
さ
れ
る
事
業
に
参
加

し
て

も
よ
い

の
で
は

な
い
か
。
英

語
の

絵
本

の
読
み

き
か
せ

事
業

は
、
担
当
部
署
を
図
書
館
へ
移
し
て
は
ど
う
か
。

回
数

と
し
て

、
年

1
回

で
は
な

く
、
月

1
回

又
は
週

1
回
に

増
や
す
こ
と
で
、
よ
り
一
層
、
英
語
に
親
し
ま
せ
て

は
ど

う
か
。
 

吉
田
 

Ｃ
 

英
語

教
育
は

目
標
に

達
し
た
実

感
が

な
い

。
外

部
評

価
委
員

が
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
全
員
が
英
検
を
受
験
す

る
く

ら
い
し

な
い
と

レ
ベ
ル
ア

ッ
プ

の
意

識
に
つ

な
が
ら
な

い
と
思
う
。
 

家
庭
と
地
域
で
育
む
教

育
の
推
進
 

04
4～

04
9 

別
本
 

Ｂ
 

自
治

会
等
地

域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

学
習

活
動

支
援
事

業
は

、
実

施
団

体
増
を
望
む
。
学
校
・
家
庭
・
地
域
連
携
協
力

推
進

事
業
で

は
、
新

メ
ニ
ュ
ー

、
参

加
者

数
増
を

望
む
。
 

 

光
村
 

Ｂ
 

実
施

す
る
自

治
会
が

少
な
く
、

固
定

化
し

て
い
る

。
事
業
内

容
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

徳
岡
 

Ｂ
 

地
域

の
参
加

者
を
増

加
さ
せ
る

手
段

を
検

討
す
べ

き
。
 

竹
信
 

Ｂ
 

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
ス
ク

ー
ル
発
足

ま
で

届
い

た
の
で

、
今

年
度

は
地

域
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
負
っ
て
い
く
の
か
検

討
す

る
こ
と

に
な
る

と
思
う
が

、
モ

デ
ル
と

な
る
の

で
充
実

を
図
っ
て
ほ
し
い
。
地
域
に
お
け
る
指
導
者
の
人
材

把
握

を
町
全

体
の
人

材
バ
ン
ク

発
掘

と
と

も
に
進

め
る
必
要

が
あ
る
。
 

吉
田
 

概
ね

Ｂ
、

Ａ
も

あ
り
 

地
域

と
関
わ

る
機
会

と
し
て
は

機
能

し
て

い
る

。
こ

れ
か
ら

も
知
恵
を
出
し
て
、
帰
っ
て
き
た
い
町
と
し
て
の
魅

力
を

つ
く
っ

て
い
き

た
い

。
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ス
ク

ー
ル
な
ど

で
、
ど
ん
な
関
わ
り
方
を
さ
せ
る
の
か
考
え
て
ほ
し

い
。
 

    

 
 

 

 



基
本

施
策
番

号
 

教
育
委
員
 

評
価
 

コ
メ

ン
ト
 

最
終
評
価
 

安
全
で
快
適
な
教
育
施

設
の
整
備
 

05
0～

05
2 

別
本
 

Ａ
 

多
く

の
工
事

が
あ
る

中
で
、
予

定
ど

お
り

完
了
さ

せ
た
。
 

 

光
村
 

Ｂ
 

計
画

ど
お
り

整
備
で

き
た
。
 

徳
岡
 

Ａ
 

学
習

環
境
は

迅
速
に

対
応
さ
れ

て
お

り
良

い
。
 

 

竹
信
 

Ａ
 

順
調

に
取
り

組
め
て

い
る
。
 

吉
田
 

Ａ
 

ハ
ー

ド
の
整

備
が
き

ち
ん
と
さ

れ
て

い
る

の
で
、

安
心
し
て

学
校
に
通
わ
せ
ら
れ
る
。
 

人
権
を
尊
重
す
る
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
 

05
3～

05
9 

別
本
 

Ｂ
 

参
加

数
は
目

標
を
大

幅
に
上
回

っ
た

事
業

も
あ
る

が
、
主
体

的
に
参
加
し
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
。
 

 

光
村
 

Ｂ
 

人
権

に
関
す

る
各
講

演
会
の
内

容
は

大
変

講
評
だ

っ
た
。
目

標
ど
お
り
実
施
さ
れ
て
い
る
。
 

徳
岡
 

Ａ
 

人
権

学
習
は

ハ
ー
ド

ル
が
高
い

。
そ

の
中

で
参
加

者
が
増
加

し
て
い
る
。
参
加
者
の
増
加
は
良
い
傾
向
に
あ
る
。
 

竹
信
 

Ａ
 

積
極

的
に
推

進
で
き

て
い
る
よ

う
に

感
じ

る
。
今

後
と
も
工

夫
を
し
な
が
ら
進
め
て
も
ら
い
た
い
。
 

吉
田
 

Ａ
 

今
年

度
に
関

し
て
は

、
一

貫
し

た
テ

ー
マ

が
良
く

、
学

校
を

巻
き
込
ん
だ
学
習
課
い
や
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
人
数

も
増

え
、
参

加
意
義

も
大
き
か

っ
た

。
社

会
が
や

さ
し
さ
を

求
め
て
い
る
時
勢
、
頑
張
っ
て
ほ
し
い
事
業
だ
。
 

安
心
で
活
力
あ
る
地
域

づ
く
り
の
推
進
 

06
0～

06
5 

別
本
 

Ｂ
 

公
民

館
ま
つ

り
は

、
参

加
者
が

高
齢

化
に

も
か
か

わ
ら
ず
出

展
数
は
ほ
ぼ
前
年
並
み
、
演
目
は
大
幅
に
増
え
て
い

る
。

小
学
生

ヘ
ル
メ

ッ
ト
着
用

は
事

故
数

で
は
な

く
所
持
率

着
用
率
で
評
価
を
。
 

 

光
村
 

Ｂ
 

引
き

続
き
地

域
の
方

へ
子
ど
も

の
通

学
時

の
見
守

り
の
協
力

を
お
願
い
し
、
子
ど
も
達
の
安
全
な
通
学
を
確
保
す

る
。
 

徳
岡
 

Ｂ
 

自
転

車
の
乗

り
方
は

、
各

自
治

会
等

で
指

導
さ
れ

て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
学
校
で
警
察
の
方
に
指
導
し
て
も
ら

う
機

会
を
作

っ
て
み

て
は
ど
う

か
。
 

竹
信
 

Ｂ
 

地
域

の
見
守

り
の
団

体
登
録
増

は
、
地

域
の

つ
な
が

り
が
で

き
て

い
か
な
く
て
は
難
し
い
。
個
々
の
自
治
会
で
は
、

少
数

な
が

ら
子

ど
も

に
同

行
し

て
い

る
姿

も
あ

る
。

社
会

教
育

団
体

補
助

金
事

業
に

取
り

組
ま

れ
て

い
な

い
中

Ｐ
、

小
Ｐ
が

あ
る
の

は
気
に
な

り
ま

す
。
 

吉
田
 

Ｂ
 

地
域

イ
コ
ー

ル
高
齢

者
の
様
相

を
呈

し
て

い
る
が

、
そ
う
は

言
っ
て
も
保
護
者
世
代
も
関
わ
る
意
識
が
ほ
し
い
。
 

  
 

 
 

 



基
本

施
策
番

号
 

教
育
委
員
 

評
価
 

コ
メ

ン
ト
 

最
終
評
価
 

青
少
年
の
健
全
育
成
の

推
進
 

06
6 

別
本
 

Ａ
 

昨
年

は
で
き

な
か
っ

た
北
条
小

で
実

施
が

で
き
た

。
満
足
度

が
１
０
０
％
は
す
ば
ら
し
い
。
 

 

光
村
 

Ａ
 

参
加

し
た
子

ど
も
達

の
自
立
性

を
養

う
良

い
機
会

に
な
っ
た

。
他

の
保
護
者
へ
成
果
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
参
加

者
の

増
加
に

つ
な
げ

る
工
夫
も

必
要

。
 

徳
岡
 

Ａ
 

参
加

者
の
満

足
度
が

高
い
。
 

竹
信
 

Ｂ
 

 

吉
田
 

Ａ
 

Ｔ
Ｃ

Ｃ
を
見

た
が
好

評
か
つ
楽

し
い

企
画

で
良
か

っ
た
。
保

護
者

や
ゲ
ー
ム
等
か
ら
離
れ
、
自
立
、
自
己
制
御
で

き
る

貴
重
な

機
会
で

あ
っ
た
。

今
後

も
期

待
。
 

親
し
み
の
も
て
る
生
涯

学
習
の
推
進
 

06
7～

07
2 

別
本
 

Ｂ
 

※
№

69
事
業

が
評
価

で
き
ず

。
評

価
の

ポ
イ
ン

ト
が
考
慮

さ
れ

て
い
な
い
。
 

 

光
村
 

Ｂ
 

町
民

の
文
化

芸
術
活

動
に
対
し

、
様

々
な

工
夫
が

さ
れ
て
い

る
が

、
参
加
者
の
年
代
が
偏
っ
て
い
る
。
休
日
昼
間

の
実

施
も
検

討
し
て

は
ど
う
か

。
 

徳
岡
 

Ｂ
 

各
事

業
と
も

工
夫
さ

れ
て
い
る

が
、

更
な

る
参
加

者
掘
り
起

こ
し
を
検
討
す
べ
き
。
 

竹
信
 

Ｂ
 

文
化

教
室
等

成
果
還

元
活
動
事

業
の

最
終

評
価
等

が
記
載
さ

れ
て
い
な
い
。

3,
0
0
0
円
が
交
付
さ
れ
て
い
る
が
、

課
題

に
書
か

れ
て
い

る
よ
う
に

補
助

は
必

要
な
い

。
講

座
や

教
室
等
を
当
初
は
町
が
支
援
し
て
開
設
し
て
も
、
少

し
ず

つ
自
立

し
て
も

ら
う
よ
う

に
し

て
い

か
な
く

て
は
、
い

つ
ま
で
も
自
立
で
き
な
い
。
イ
キ
イ
キ
音
読
教
室
、

出
前

講
座
な

ど
も
含

め
て
、
考

え
て

い
か

な
く
て

は
い
け
な

い
と
思
う
。
 

吉
田
 

Ｂ
 

参
加

し
た
い

が
、
開
催

時
期
や

時
間

が
合

わ
な
い

場
合
あ
り

。
対

象
者
を
し
ぼ
っ
た
広
報
や
内
容
で
人
数
を
増
や

し
た

い
。
ニ

ー
ズ
の

把
握
の
た

め
ア

ン
ケ

ー
ト
な

ど
を
取
っ

て
は
。
 

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動

の
推
進
 

07
3
～

87
 

別
本
 

Ｂ
 

新
た

な
加
入

や
利
用

の
努
力
を

求
め

る
。
 

 

光
村
 

Ｂ
 

各
事

業
、
目

標
ど
お

り
実
施
さ

れ
て

い
る

。
 

徳
岡
 

Ｂ
 

各
事

業
と
も

現
状
維

持
、
ま
た

は
減

少
傾

向
に
あ

る
。
今
後

と
も
こ
の
傾
向
は
変
わ
ら
な
い
。
評
価
項
目
の
見
直

し
を

検
討
し

て
み
て

は
。
 

竹
信
 

Ｂ
 

 

吉
田
 

Ｂ
 

前
項

目
コ
メ

ン
ト
と

同
じ
く
。
ス

ポ
ー
ツ

大
会
な

ど
は
盛
り

上
が

り
、
町
民
性
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
こ
を
活
か

す
の

も
あ
り

。
 



基
本

施
策
番

号
 

教
育
委
員
 

評
価
 

コ
メ

ン
ト
 

最
終
評
価
 

暮
ら
し
に
役
立
つ
図
書

館
づ
く
り
の
推
進
 

08
8～

09
1 

別
本
 

Ｂ
 

ゆ
ら

里
の
活

用
や
利

用
し
た
こ

と
の

な
い

人
の
利

用
に
係
る
取

組
が
課
題
。
 

 

光
村
 

Ｂ
 

年
間

を
通
し

、
様
々

な
企
画
を

さ
れ

て
す

ば
ら
し

い
が
、
事

業
に
対
す
る
町
民
の
認
知
度
が
低
い
よ
う
に
思
う
。
 

徳
岡
 

Ｂ
 

色
々

な
取
組

で
図
書

館
の
魅
力

を
発

信
さ

れ
て
い

ま
す
が
、
今

ひ
と
つ
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
図
書
館
と
い
う
概
念

か
ら

離
れ
た

発
想
で

。
 

竹
信
 

Ｂ
 

あ
ら

ゆ
る
機

会
・
場
所

等
で
積

極
的

に
広

報
活
動

、
展

示
会

、
読
み
き
か
せ
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
今
後

も
図

書
館
機

能
を
充

実
さ
せ
て

ほ
し

い
。
 

吉
田
 

Ｂ
 

逆
に

文
化
面

は
あ
ま

り
盛
り
上

が
ら

な
い

が
、
興

味
の

あ
る

人
は

必
ず
い
る
の
で
掘
り
起
こ
し
て
町
の
財
産
に
し

た
い

。
町
民

や
子
ど

も
達
を
「

絵
本

」
で

巻
き
込

め
ば
良
か

っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
周
知
不
足
。
 

地
域
を
学
び
、
ま
ち
を

支
え
る
人
づ
く
り
の
推

進
 09

2～
09
6 

別
本
 

Ｂ
 

地
域

副
読
本

は
、
様

々
な
方
面

の
方

に
協

力
を
い

た
だ
き
、
す

ば
ら
し
い
出
来
だ
と
思
う
。
学
校
で
の
活
用
を
望

む
。
 

 

光
村
 

Ｂ
 

地
域

副
読
本
（

歴
史
・
人

物
編

）
は

大
変
す

ば
ら
し

い
も
の

が
出
来
上
が
っ
て
い
る
の
で
、
小
学
６
年
生
の
授
業

に
有

効
活
用

し
、
北

栄
町
へ
の

愛
着

晋
を

育
て
て

ほ
し
い
。

 

徳
岡
 

Ｂ
 

地
道

に
続
け

る
こ
と

で
効
果
が

上
が

る
と

信
じ
て

い
ま
す
。

続
け
ま
し
ょ
う
。
 

竹
信
 

Ｂ
 

副
読

本
の
内

容
を
学

校
や
町
民

の
出

前
講

座
等
で

も
活
用
を

図
る
こ
と
は
大
切
で
す
が
、
Ｈ
Ｐ
に
分
野
（
内
容
）

ご
と

に
あ
げ

て
、
町

民
が
学
ぶ

こ
と

の
で

き
る
体

制
が
で
き

な
い

も
の
か
。
文
化
財
の
活
用
、
発
掘
さ
れ
た
も
の

を
学

ぶ
機
会

の
工
夫

が
求
め
ら

れ
る

。
 

吉
田
 

Ｃ
 

文
化

財
に
対

す
る
意

識
は
残
念

な
が

ら
低

い
。
た

だ
し
、
残

し
て
い
き
た
い
も
の
も
多
く
、
地
域
史
を
知
る
人
材

を
育

成
す
る

こ
と
が

大
事
と
思

わ
れ

る
。
 

 

★
評

価
欄

 
 

A
：
目
標
を
超

え
て
達

成
、

B
：
ほ

ぼ
目

標
ど
お
り
、

C
：
取
組
ん
だ
が
達

成
が
不

十
分

、
D
：
取
り
組
み
、
達
成
と
も
不
十

分
 

★
コ
メ
ン
ト
は
、
「
…
が

課
題

」
「
…

は
不

足
し
て
い
る
」
「
…

に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
」
「
…

は
廃

止
す
べ

き
」
「
…
は
改

善
す
べ
き
」
「
…
と
連

携
す
べ

き
」
「
…

は
徹

底
す
べ

き
」
「
…

を
求

め
る
」
「
…

効
果

が
あ
っ
た
」

「
…
は

充
実
し
た
」
「
…

は
良

い
」
な
ど
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

 


